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	応用
	抗原情報
	背景
	中心体タンパク質135（CEP135）ホモ・サピエンス この遺伝子は中心体タンパク質をコードしており、このタンパク質は初期の中心小体形成において足場タンパク質として機能し、また間期における中心小体間の接着にも必要である。この遺伝子の変異は、常染色体劣性原発性小頭症8と関連している。[RefSeq提供、2012年6月],類似性：CEP135/TSGA10ファミリーに属する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	COLO細胞ライセートのCEP135抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CEP135ポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いたCOLO細胞のウェスタンブロット解析
	

	CEP135抗体を用いたマウス肺およびマウス心臓293T細胞溶解のウェスタンブロット解析。抗体は1:1000に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

